
E軍需妥結留品が之乏から

ト
人
仁
科
却
時
時
時
ル
ば
い
い
成
、
行
使
、
究
明
抗
日
出
品
則

的
川
町
民
り
丙
と

L
た
4
0
M

所
が
、
よ
川
以
拘
仙
川

市W
跡
地
的
同
じ
時
一
町
に
尚
一

ιさ
れ
ま
し

た
G
m
H
と
床
の
間
し
か
な
い
二
}
ァ
~
ま

り
と
し
ん
に
古
市
、
こ
の
さ
き
や
カ
主
空

以
内
中
ア
、
止
符
は
招
を
眺
め
つ
つ
、

続
々
の
名
作
を
削
治
し
て
い
勺
た
に
浅

い
あ
り
ま
せ
ん

L

一時制
A
市ヘ月

と
HfL闘
い
d

つ

6
7
4
4
f
7
 

潟
明
二
伸
、

AA」
常
織
と
日
礼
ゾ
“

γ

刊
に
配
向
す
る

yr生

で
づ
ま
た
ョ

υ
品
川
会
や
句
会
な
。
¥
小

さ
な
さ
南
に
即
し
た
川
市
し
な
と
ら
間
出
仕

し
た
い
L
弘

J
Y
亡
い
ま
す

史
跡
・
文
学
選
捗
溺
の
核
と
じ
て

大
正
時
代
、
代
日
付

f
山
山
内
抗
に
ち
は
け
一

昨
年
8
珂
ゲ
コ
戯
的
ら
れ
て
い
た
家
裁
世
闘
機
的
築
家
醐
刷
機
絞
め
務
級
、
後
一
却
ヤ
ム
柑
ゆ
が
こ
の
ほ
Y
丸
抱
す
し

ま
し
た
。
彼
の
作
難
住
治
的
年
が
で
、
も
っ
と
も
務
カ
的
立
時
総
会
支
え
た
こ
の
織
衡
が
滋
ら
れ
た
の
は

大
亙
昨
年
(
1
9
2
1年
)
の
そ
れ
か
ら
同
町
年
8
に
し
て
湾
び
間
同
じ
議
所
に
よ
み
が
え
っ
た
わ
吋
で
す
。

2

月
刊
品
廷
に
は
、
後
一
冗
を
説
い
記
念
式
典
が
一
打
わ
れ
ま
す
σ

ト
十
四
阿
い
合
わ
せ
社
会
教
務
総
骨
人
税
m
m
E

ノ忘季民

;よぬが技、γーに ft.'.! 1主んすのは

院/;'ドj分て主主いよん t，:.tl)め

ある、 f手堅はすでになく、 t見

、るのは守仰iHiff:された茶盃風

だ消ιリL"'ilと、止め iの書斎{現((グ〉

fニ什となヮている

殺直錨
我J草子市役所1E長時i¥f正支部広報広聴課

干27U-11~賞係チ ltí 絞時1' 1858
世 0471( ) 111 1 

一
一
一
一
一
一
一
関
館
者
の
欝

4静

@
培
農
の
世
田

新
し
い
名
所
に

-
属
の
符
が
お
り
ホ
ヴ
と

こ
の
会
者
辻
、
仁
く
主
つ
ど
父
一
川
問

効
さ
ん
)
ム
刀
Lr日
付
て
端
信
し
な
か
ら

K

J

併
に
佼
勺
て
い
ま
し
た
て
こ
っ
し
て
保

J¥
£
も
存
ノ
ハ

今
は
ひ
と
つ
の

同
時
家
的
郎
、
中
川
問
削
似
寓
川
問
、

舟
同
市
件
、
“
川

Hmb-山
ゅ
の
附
問
、
附
げ
と

入
れ
、
役
所
か
も
，
H

二
行
日
U
J仁

川

川

村

一

、

.

b

A

市
町
内
刊
楽
町
間
正
吾
川
い

U
M

山…

-

E

伯

仲

以

掃

出

=

位

指

ろ

天

井

、

ア

オ

キ

リ

の

一

樹

輔

君

国

恥

mw

念
式
換
み
J

れ
い
主

γ
メ
他
、
に
は
山
一

-

A

筒
昭
J

4

U

山

村

然

去

市

立

と

長

主

主

主

一

川

E
J

悼
郡
山
口
出
紘
一
二
五
川
グ
お
や
関
係
自
一

土
ぬ
り
に
主
一
一
て
い
ま
す
き
に
一

A
F
g
L
V一
雪
、
主
主
全
一
山
科
す
る
一

E
J汽
ご

三

三

ア

オ

キ

一

設

か

資

告

代

a

っ
た
内
一
、
，
h

k
土

i

一丁

二

重

は

時

以

内

協

議

的

役

リ

、

災

件

付

な

と

え

ふ

き

主

加

工

…

へ

り

出

Hr

土

品

舎

に

託

M
L司
自

主

宇

一

a
 

室

主

主

に

総

て

た

器

開

出

Zと
と
も
に
、
室
長

2
2か
ご

同

~

剖

問

主

川

口

内

日

高

ま

ず

ら

ぬ

L
く
…

去

三

三

三

奈

良

品

か

悲

長

官

三

人

芸

品

。

え

る

よ

ご

聞

へ

謝

欝

2
い

三

議

「

た

主

主

喜

一

士

大

…

J

に

し

ま

し

に

ご

M
叫

ん

A

M

W

Z

時

九

す

り

…

午

前

立

…

王
子
ぶ
切
れ
か
我
孫
子
を
離
れ
て
か
午
後
以

φ

警

務

絞

め

ん

禁

芝

、

約

三

2
ヘ

封

棋

士

…

h

は
波
数
的
人
の
す
か
泣
て
昭
伺

η
年

丈

主
r

出
品
目
何
年
議
や
略
目
以
れ
し
ょ
び
勺
時
一

/

L

V

四晴朗

1

心
孔
上
川
内
即
時
的

に
浮
mm
尚
さ
ん
議
(
誌
に
い
作
為
今
凶
‘

η
写
向
日
も
す
を
印
印
糾
問
し
た
す
7
7
L
/
L

伯
作

mm
さ
ん
か
ぶ
合
同
哨
政
務
す
る
に
あ
む

れ
マ
ャ

m
M
胤
抑
制
叫
械
に
矧
階
、
i

、
て
い
た
二
内

計
吋
人
じ

行
く
の
が
楽
し
み

と
門
的
坊
っ
作
ぬ
は
り
予
て
け
ソ
ニ

フ
&
叫
み
ま
し
j
h

邸
持
地
に

ι阿
波
か

一
打
，
た
↑
一
レ
一
刀
わ
け

iv

よ
す
カ
ぷ
ち
誌

い
た
い
い
と
ニ
ろ
ご
す
わ
式
市
カ
て

三
て
、
主
ど
れ
く
臼
語
、

L
ヲ
仙
川
、
人
ま
?
に

コ
干
を
£

i
白
一
北
)
白
一
る
だ
ペ
ペ
fhm

d
'
t
u
i
-
i
!
l
1
4
1
t
r
 

絞め苦言3走中訟のヲHすHitか

いよいよ今、授から主主まヰますJ¥li

E長IHiJをになると f廷す霊祭の窓口は丈

ぎを必殺しま下 中去はなるへ〈王手

< ，汽まサまとょう、

掘鰐部@砲

立十Lえ

舎日力、

下 総 基 地 の本軍機 立十長邑前…ーイえ569 



第727号

[LJ殺員手当出に幻き川王日 肝 当 グ)ltrU'U[~ f[lii::年4月 l日制

区骨 我孫子市 国
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